
令和4年度 第１回 部活動のあり方研究
及び地域移行に関する有識者会議

事務局説明資料

令和４年１０月３１日
大阪市教育委員会事務局指導部 保健体育担当

１ 部活動のアンケート調査の結果（速報版）

２ 本市モデル事業「桜宮スポーツクラブ」中間報告

３ 今後の取組み
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０ はじめに

〇平成25年 プレイヤーズファーストに基づく本市部活動指針を策定する。

○平成３０年度 部活動指導員を配置し、生徒に向き合う時間を確保し教育の充実を図る。

○令和3年度 スポーツ庁の「地域運動部活動推進事業」によりモデル研究「桜宮スポーツクラブ」を開始。

＜地域移行のめざす姿・進め方＞

○少⼦化の中でも、将来にわたり我が国の⼦供たちがスポーツ・⽂化芸術に継続して親しむことができる機会を確保。

〇学校の働き⽅改⾰を推進し、学校教育の質も向上。部活動の意義の継承・発展とともに新しい価値を創出。

〇休日の運動・文化部活動から段階的に地域移行、令和５～7年度末までの３年間を改革の集中期間と設定。

○令和8年度以降、改めて進捗状況を検証し、更に改革を進めていく。

 生徒・保護者・教員に対するアンケート調査により、本市の部活動の実態を把握するとともに、生徒にとって望まし

い部活動のあり方について検討。

 本市の部活動の課題検証を踏まえ部活動指針の見直し、地域移行の具体的な進め方等を検討。国の動向も踏まえ、

令和5年度以降の具体的な移行スケジュールを策定。

部活動改革の経緯

部活動の地域移行に関する提言

本市の取組みの進め方
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１（１） 部活動に関するアンケート調査結果（速報版）

 調査目的

教員の働き方改革や国における部活動の地域移行の議論を踏まえ、本市の部活動のあり方や部活動支援の検証を行

うため、各校における部活動の現状、教員の認識を調査し、今後の取組みに活かしていくことを目的とする。

 調査対象

部活動の実態や部活動に対する認識等を明らかにすることをめざし、本市の中学校126校のうちブロックや学校規模

を考慮して抽出した57校の全学年生徒、保護者及び常勤の教育職員を対象に実施。

 調査方法及び調査期間

R4.8/24～9/11を回答期間として、端末やスマートフォンを利用しWEBでの回答を受け付けた。

 回収率

アンケート用紙の回収でなくWEB回答を採用したため

回答率は低くなっているが、生徒で4千件の回答を得た

大規模なアンケート調査となった。

１ アンケート調査の概要

生徒 教職員 保護者

対象者総数 24,321 1,949 －

回答数 4,022 762 3,531

回答率％ 17 39 －
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１（１） 部活動に関するアンケート調査結果（速報版）

 教職員 30代を中心に幅広く回答を得た。18％の担当教科が保健体育で、全体の92％が部活動顧問を担当。

比較的若い世代に運動部顧問の比率が高い。

２ 本調査回答者の属性

24%

36%

18%

14%
8%

0%

年齢分布

20代

30代

40代

50代

60代以上

無回答

18%

81%

1%

担当教科

保健体育

それ以外の科目

無回答 66%

26%

8%

0%

部活動への関わり

運動部

文化部

顧問担当外

無回答

150
217

70 46 17

27

54

48
44

25

6

5

17
19

151

1

20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

年齢層と顧問担当の有無

運動部顧問 文化部顧問 顧問担当外 無回答

88

198

79 49 27

90

74

40
39

16

5

4

16
21

15

1

20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

顧問の年齢層と指導歴の有無

指導歴あり 指導歴なし 無回答
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１（１） 部活動に関するアンケート調査結果（速報版）

 生徒 9割以上が部活動に所属。１～３年生で、それぞれ1,000人以上の回答を得た。

 保護者

40代を中心に回答を得た。

子どもの主な課外活動は、運動部

が7割、文化部が3割弱で、部活動

が9割以上を占めた。

２ 本調査回答者の属性

9

63

129

24

2

8

533

2339

344

3

7

53

12

60代以上

50代

40代

30代

20代

男女別 年代構成

男 女 その他（無回答含む）

69%

27%

4%

0%

子どもの主な課外活動

運動部

文化部

校外での活動等

無回答

1518
1358

1131

15

1年生 2年生 3年生 無回答

学年構成

67%

24%

8%

1%

部活動の参加

運動部

文化部

所属せず

無回答
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１（１） 部活動に関するアンケート調査結果（速報版）

 顧問に対する認識

運動部では、顧問を担当したくないと回答する者が３割強、文化部ではその傾向がさらに大きく６割に及ぶ。顧問を

担当する理由としては「生徒の成長を身近に感じるため」が上位で「生活指導」「学校づくり」と続く。「生徒のため、それ

が教員としてのやりがいにもつながる」という動機付けで顧問を請け負っている現状が見える。

３ 部活指導者の実態
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142

98

67

47

29

できるなら顧問はしたくない

指導や競技歴があれば顧問可

指導や競技歴がなくても顧問は可

運動部顧問の認識

指導経験あり 指導経験なし
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30

12

76

20

9

できるなら顧問はしたくない

指導や競技歴があれば顧問可

指導や競技歴がなくても顧問は可

文化部顧問の認識

指導経験あり 指導経験なし
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177
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9

6
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2

6

1

2

27

9

4

5

4

2

2

2

1

2

2

自身が経験した活動を指導したい

魅力ある学校づくりに貢献したい

生徒の体力の向上のため

生活指導の充実のため

生徒の基本的生活習慣の確立のため

生徒の自尊感情の醸成のため

生徒の規範意識の向上のため

生徒の自己実現のため

生徒の人間形成のため

生徒との信頼感の醸成のため

生徒の成長を身近に感じるため

顧問を担当してもよいと考えた理由

非常にあてはまる あてはまる どちらとも言えない あてはまらない 全くあてはまらない

6



１（１） 部活動に関するアンケート調査結果（速報版）

 指導頻度の実態と理想

平日の活動は、現在の状況をちょうどよいと思う傾向、土日については、より緩やかになるよう求める傾向にある。

３ 部活指導者の実態

3% 8% 13%

67%

10%6% 12%

31%

41%

11%

1日 2日間 3日間 4日間 5日間

平日の活動日数

現状 理想

3% 6%
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35%

3% 1%4%
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55%
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30分

以内

1時間
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1～2

時間程度

2～3
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現状 理想
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１（１） 部活動に関するアンケート調査結果（速報版）

 指導頻度の実態と理想２

平日と休日の指導について、現状に対して増加あるいは減少させたいかについてクロス分析したところ、休日につい

ては、毎週実施の頻度を減少させるほうがよいとする回答が多かった。

平日の指導については、4日間程度で適当だとする回答が

多くを占め、平日の活動日数の回答がなかった層についても

同様の傾向となった。

３ 部活指導者の実態

休日の指導 減少させたい 現状維持 増加させたい

毎週 234 185 ―
月3週程度 36 40 5
月2週程度 11 17 3
月1週程度 5 7 7
原則なし ― 129 9

平日の指導 減少させたい 現状維持 増加させたい

5日間 7 12 ―
4日間 38 79 16
3日間 4 19 2
2日間 1 9 6
1日 0 3 2

47

195

160

59
34

68

5日間 4日間 3日間 2日間 1日 無回答

平日の活動日数 無回答563の内訳
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１（１） 部活動に関するアンケート調査結果（速報版）

 指導の負担感

現在の活動に対して負担を感じてないのは全体の2割、残る8割は何らかの負担を感じている。とくに大きな負担を

感じる層は2割いる。部活動以外の業務への影響を気にする声のほか、仕事以外の時間が確保できないことや、指導

に必要な準備を負担に感じている様子が見える。

３ 部活指導者の実態

20%

37%
22%

21%

指導の負担感

感じていない

すこし感じている

感じている

とても感じている

52

55

62

65

79

114

116

120

163

211

284

295

206

76

81

91

129

123

136

179

195

168

230

165

171

261

178

159

177

191

115

162

118

153

108

68

71

64

69

209

194

194

147

176

121

116

89

91

49

52

46

33

72

98

63

55

94

54

59

30

57

29

15

11

18

部員と意思疎通が図れない

同僚に相談する機会がない

保護者から理解を得られない

保護者の期待を感じる

活動場所を確保しなくてはならない

同僚と動機づけに違いを感じる

指導のために勉強しなくてはならない

部員同士に動機づけの違いを感じる

個人で活動費を負担しなくてはならない

顧問を担当することに責任を感じる

休養日を確保できない

プライベートな時間が確保できない

部活動以外の業務に影響がある

指導に負担を感じる理由

非常にあてはまる あてはまる どちらとも言えない あてはまらない 全くあてはまらない
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１（１） 部活動に関するアンケート調査結果（速報版）

 活動に対する思い

部活動による技術の向上や仲間づくりや活動を

楽しみたいという部活動に対する価値観に対し、

多くの生徒が肯定的であることが分かる。

現在の活動に対して高い評価をしている。また

3割の生徒は将来の進学に活かしたいと考えて

いる。

４ 生徒の実態

1325

1062

1217

1223

1140

1306

1469

1398

1708

1148

1415

1289

1361

1516

1598

1544

1627

1396

726

785

757

755

749

546

452

468

384

215

225

173

169

123

101

93

74

64

173

111

156

91

64

46

40

32

40

大会等で結果を出す

学級や学年を超えた仲間をつくる

指導者に認められる

仲間に認められる

自分自身の成長を実感する

責任を持って取り組む

仲間と協力して取り組む

活動そのものを楽しむ

活動に関する技術が向上する

部活動で重視していること

非常にそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない 全くそう思わない

652

947

913

1498

1111

1220

1362

1816

1339

1561

1613

1180

1615

1591

1613

1329

1121

801

800

611

681

616

477

338

324

180

183

184

136

113

84

68

153

100

85

114

50

49

51

45

学習にも役立つ力が身についた

学習以外にも役立つ力が身についた

何事にも自主的に取り組む態度が身についた

今後も現在のスポーツ、文化活動を続けたい

責任感を持って取り組む力が身についた

仲間と協力して取り組む力が身についた

活動に関する技術が身についた

仲間と楽しんで活動できた

部活動で感じたこと

非常にそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない 全くそう思わない

29%

37%

31%

3%

現在の活動を将来の進学に活かすこと

そう思う

どちらとも言えない

そう思わない

無回答
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